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薩 州 lff下 聖堂之 ｜ヌ｜ 江戸後Jt/J l枚 157.0×84. 5cm 

薩州府下街武場之l:><I 江戸後J-tlj 1枚 154. 2×84. 5cm 

（解説は 3ページ参！！｛｛）



一展示室－ 蓬左文庫所蔵絵図展

II .古絵｜ヌ｜にみる近世大名の生活と文化

( i ) 1991. 10. 5～23、（ ii)10. 26～11. 13 (iii)ll. 16～12. 8 

凹．古城限｜・合戦｜玄！と）｛（；張藩の軍制

古城｜ヌI.合ij攻｜ヌJ(i)1992. 1. 5～26、｜司（ ii ) 1 . 30～ 2. 19、出仮務の軍；Jill2. 22～ 3'. 15 

1印刷で‘は、Ir:;•J長i也 J ll 家 ｜｜刊誌の 1~1絵｜ヌlの 1J'.I 、世界lヌl から地I或lヌl におよぶ古地｜ヌl を ι，，心に御利介しました。

後！日lは、a.古絵｜χ｜にみる近｜止大名の生il；と文化、 Ill . 古城｜ヌ｜ ・ 介ij！~ Jヌ！と It". ~長旅の•1r a;11 と j越して 、 保々

なII的でイ判J文された絵lス｜をiifll紹介します。

i_l/ i時代の大名とその家肢は 、 公払ともにiJ~J f と同店の~ill:~！＿：的を送 っ ています。 Jc;~長徳川家ーの助作

も公必と生i,r；の，，，心となる名古Ii＼城内とi_t:Ji diケ芥の ｜：民放をはじめ、務 Lの｛本店、や、将平、大名の後

日のJ-J)jとなる i'°I五敗、付や湯治のための郊外の御殿、1)fj滞j：やその犬人、家肢のためのj五政など、 Lな

ものだけでも出張5 （名古出城l人l、御 ！っせ政、熱川浜御殿、点目f御殿 ・横須釘御殿）、 i_lJi 3 (diケ行

hi敗、 li 1I1 1-li 数、 妙9 111J l_t；政）があり 、 その多くが数千、 数）j l'J' におよぶjよ大な ~｝！｛地を有していました。

これらの出政では、災手；・や火事による挫でかえ、立l!物の移転なども!VSi繁で、そのj立にj五般の｜χ｜耐には訂

正が加lえられたり、新しく作成されたようです。こうした凶には、 1/l:J JILυJの升IIがひかれており、かな

り制度がl：万いものが多く 、利lかく記入された；＇fill±¥",iiJJりや敷地主｜｜ りから 、当11.'i＇の生川を伺うことができま

大名にと っての放火の公式の場といえば令般，，，ゃ ＝iL1i城｜人lであり 、 -.h~J (.f行事への参列でした。 ；1:1 ’

J/£ 1人lの峨 fーを ~1J; 11 していることはもちろん 、 そこにむける J,•j•，＇ 次、作法は 11iill t~ ・j~Jti です0 i.」；Ji城内の、I;・

Jfiilヌ｜や、儀式の｜；京の］，＇j＇，＇次、城｜人lの1hLを｜χ｜ぶしたものが数多く伐されているのは、このためといえます。

さらに、精 Lの子；c11註，1：：の1，， には、仰向「｜人！の；＇il)h¥'.iilJり｜ヌlや、儀式とくにHll位式にかかわるlχ｜が多く、

大4ノl にと っ ての基本（1＇~心nとして要求されたことをぶすとともに、·，.；.，－，，，への I!hJ心の，：＇：jさもililわれます。

また ， 1;: 1 1lij 、手11::1x 、 ti~、茶道、 11\i辺、芥道右：ど教j(t' としてはもちろん 、 処 ｜山町でもあ った多くの消芸に
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とって、絵｜ヌ1m1正教材として欠かせないものです。:uu－の見

本，，段、起 し絵）§~＼ に｛｜、y‘てられた茶室の縦型、；；~型や生花の ｜ヌ｜、

絵 子小：吋；々大名文化のご：1,r;やかな；＇ill分をfJiJわせる｜ヌ｜が伝えられ

ています。

i滞や大名家にとって、何uJサの市fili'i、Ji)j術は、l1:iも重要な川

；出のーつであり、 Je'.•JL~Mi川’ぶ 11111誌の絵｜ヌ｜の 111 に可i;1;1j や111 －－；：：に

かかわるものが数多く伝えられているのは、＇I然のことといえ
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d:1 ijJ.iJ：代、武士の ll:J では古城跡や古ij!JUJ，~；跡 を散策すること

が11市よく 'ii"われ、干＇1城｜ヌ｜やf';'-ij!!(Jヌ｜は平こjとの（！Jf究対象として

{:/j川されました。 ゾj 、 ，；＼~J{.f は、全 I El｛守秘の城と城ド川の柿

i立を把tMするため、正保J亡fド (1644）、｜五｜絵｜ヌlの従，＇！＇1に介せ

て城絵｜ヌlの-t1Ul'1をも命じ、正i足の城絵｜χlを作成 していますo

f)l (1：、11.xwに伐るj己伝部川Ii貨の古！1£［ヌ｜は全｜ヌ｜に及び約140点、合ij＼！（［ヌ｜・古i政均｜文｜が約50;,',i，。とくにiT城lヌ｜

は、 Je'.•J長 ii存が1liil人l の｜リJ伶It処；，＇,i，として社Ill :1（、 作成 したと汚えられるものや、-hrnH』1ぬミのJ:EfA：の!JH会lヌlに近

い l人l作をもつものが｛＞；－ まれるなど、 Jji に ＇•It ·· ；：：の教材川 というだけではなく、京 jlljの佐伯j に仙： ；ei：する伺I : 

家下ば！としての）e'.•J長潟の立場がJX:I切とされているように思われます。

ところで、 j〔；鋭部の・.p:;1;1j、とくに漏こL：の”JIflUif'!-tl lを定めた・.p：役則定は、克；jdQ{j'.(1633）を11i初とし、

以後、、l'-fllの111：が就くに従い位械が：nられています。 しかし 、18世紀木、治山に外i-EJ船の，＇I',i交がJ矧繁に

なるにおよび、在1li1公、｜勺£f,i＂は、』；＼ /'ii篠にii正｜リiの強化を命じました。列政 6q=. (1794）これを受けて！出長

漏では ）＼）見出な ·.p:;i；リ改.·，·.： が'ii" われ、市役規定はじめ、イf ’J~の際の，＇ l111iJJ、配備休日，，，が定められました。

この後、 f11JI立か改訂が行われ維新HJJには、 jllj洋式の；U,¥J糾が導入されますが、以後まで市；Jillの基本とな

ったのは、克i攻の市；Jill でした。 このため 、 この市；1;11 については、 ，1!1,11リj配備の場所、人数、正＼ （，：.f 、 隊のk~11i

lixなどが制かく胤iiされた，tci.止が妓されてお、

り、これにあざやかな色彩であ＇ ltllllこ拙かれた

隊列の順位、ij!X1'1j[の｜際の配；？し れ隊の肱x物、

.！！以llなどの｜ヌlがj添えられています。

このように、 Je'. •JL~i.tU 11家11111詰｜ヌ｜！こは峨々 な

絵｜χ｜があります。これらは、 fi.Jl1'tJIJや拡・nlliJIJ

に作成されたものではなく 、あくまで必要に

此、じてf'1:11X:された五Jll'l'I:の，：＇：jいものです。｜χ｜

式化されていてれ体的ぷ引に乏しいl伺もあり

ますが、作成された1'f）；（ーを通してii:1川、？代の

大名家をめぐるが長々なf!!JJ1白を見ることができ

ます。
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｛旬以来」'.f（倒l見本

157.0×84.5cm l枚

I枚

江戸後JtJJ

同

薩州府下聖堂之｜ヌ｜

薩州Jff下演武.tJ;¥之l:i<I 154.2×84. 5cm 

初期！の臨11n裕i涜校之｜χ｜。次：ノk2 ｛ド (1773）、八代務 t山山霊長 （しけーひで ・ 1745～ 1833）は 、 7500余J:•Ji

の広大な政地に、担堂とNi武.tJ,)（武芸梢古場）を~説、大ーlリ J 6 {J'. (1781）からは、それぞれ造士館、 Ni
武館と科、したo iX1 ；の泌~；：； ~,'J.立を純とした宅堂について 、 橋バtぽ'ii (1753～1805）の「1llj遊記」が「本地

情朱塗にで令銀の令物まばゆき砲なり 、議堂も数（！~＇；： を蚊て広大」と記した出句協j豪華な械 fが木lヌ｜からも

うかがわれる。

イミ｜ヌlには、ノ'(IリJ；亡fドに、 :¥'II倒のよ↓〈にたt設された学資が-ti'iiかれ、棋j起に天lりJ6 1ド以1)fjの名称である「担

堂」 「iii！武J-J)j」が印Jllされていることから 、lまぼこの11:1の械 fを-ti'li＇、たものとみられる 。
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関ケ原戦場図 （107.5×182.2cm) 江戸時代 l枚付添書 1冊

慶長 5年 (1600) 9月15日、｜刻ケ原合戦における東西両軍の布陣のi様子を地図上に描いた図。各々の位誼で誰がどのような装備で音II

箸についていたかなどを詳しく記した添舎が付凶している。府胤などに描かれた荻装諮問な合戦絵巻とは奨なり 、合！j¥J(の機子をより客

観的に兵法上から学習するためのものである。

当文庫には、このような合戦国や古iji先場凶が約50点ほど伝えられており、その内約半分は、滞の重臣肥l坦孫左衛門家によ って献納さ

れた合戦図・古戦場凶のコレク ション。 l見lケ原の合ij皮肉は7枚 あるが、本図は、滞主の手元政」？の内の一つではじめから務主の草学教

材として制強されたものとみられる。



春U井lllS小牧村古tJ脱会問

江戸11.＼＇：代前知 1 1枚
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135.0× 159. Ocm 

171並紀半ばごろの小牧山城跡 （現小牧市大

字小牧）の｜ヌl 。 小牧山城は、 1kf;j~ 6 1j'. (1563）、

織山信長が築城、 立さ i1~J1主 .~I！， の拠点となった。

ヲミ正121ド (1584）の小牧長久手の合戦で徳川

家康と織山信維の本｜証Iiとな って後は、 MU成と
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なり税在にいた っている。

本｜ヌ｜には、 J；＇.安 31j'. (1650）に完成した木

津川水は記されているが、~~文 4 11'・ (1664) 

に峻工する新木津川ノ1＜の記 •I改はなく 、 この 11:1

の機チが拙 かれているものとみられる。

j草左文庫には、本lχ！と ｜白l位の出張国内18ケ

所の古城跡を;jJ¥'iいた同が残されており、ど
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れも 17世紀半ば凶の械チをかなり正碓なiJllliit

によって摘し、た ものである。現在のところこ

れらは、出張務が防衛上の拠点としての問心

から作成した ものと惟定されている。
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享｛足元年に13：された古城l'.XI
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北YH加｜納城｜ヌ｜

r 

150.0×261.0cm 

この掛川城（劇的｜品川』ト川di) と加納城 (fJii.JI皮

I；川~1IJ.k 1; ・, 1打）の｜ヌlにはどちらにも・；£ f~~ 1l: ii'・ ( 17 

16) ,I：りの端i,1；：と、 Jii］じ1:11,iじがある。ただし、 ¥ /,,;' 

掛川城のlヌl が、 ~~J{.f が私，j算した正保の rEJ絵｜χ！と /! 
共通した,i,',i,i;《あるのにふIし、加納城の｜χlは、市 /' 

＂；と ｜：の｜見l心からti'r'iかれた制ばりlχlの色彩が1lrtlく、 l『

l刈平手のもつ・J'I：十行l立j’4なる

この 21χ｜については、この｛也にもJ1i］じ11.'i'HIJに .. ’ 
'lj：され、 11111在{I・をJ1i］じくするとみられる，11t1b'.Iχ｜ 

が82.f：文、 さらにうそ作l55J1iJ 2山におよ，）；JEJ#:i:Iχ160 

枚 （内28枚は、 JJ.!.frM~川村、政！と filf究所，，進）、， 1 i 

ij!JUMIχ17枚、 MJ?r.1χ｜そのf也7枚カミj己d長i裕i剤111,¥

1iJl・11111詰必｜χ｜として（iわつでいる

市城｜χ！と Jii］峠JliJ絵｜χ｜（蓬／1:45~ ｝ P 3 「組1iiiJEj之 lヌl」）についても，＼c•I武内科のfl：：怖はー定せず、数純m

の系統lこJ,・s：，するものが合まれている。また、1EMl6 11'・ （ 主 f~~ ；［:1j'. ）の ij＇.，＼じのあるものには「柄；；；•； :J!ISイi

街l"JI.政ヨリカ ＇）与之」と起されたものが数枚ある。 （祈；ー河川ISイ1fttrl"J 0634～1716）は、 ）~伝部上。 山

文3{j'. ( 1663）小路本行、 J1i]l3｛ドからは滞内の巡見伎を勤めた）なお、これらの｜χ｜には、 ｜：『＼c2枚にJふ

された印を合め：.f唱の1:11,1じがあるが、砂L(1：のところ：ドlj

1:11,¥c、紙t't、法 lーな ど、はじめからj己リ長i涜によって作成されたものではないと.Jff忘される。ノ＇（IリI;l: 11'・ 
(1781）に滞の文wに納められたネ1J1村正隣 (1728～72）、Jii］，＇也、r'1 0 7 40～81）の11111誼，1；：の1，，に 200点余

のjE除；：lヌI.古城｜ヌlなどの大：，tの絵！ヌl矧が合まれていたことが記録されており、収／1：のところでは、この

什｜；であ った 11ffil~ ·J'J:：がもっとも ，：·：；い とみられる 。
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－閲覧室－

i室左文}f:j(円T・ifu£目録の利川について

i主左文wには、JJL:ft：約lOh!.'.i.のfH：↓が所泌されており 、 整邸l~l 1のものを除き約 8Jム•.＇.. 

います。その｜人jの約 6)j 7 千点は 、 ll({,f1J 25 1ド、名古｝；－＼ け iへ移作された川越左文1¥ 11在 。 I ~： （注左文庫は11({,flI 

101ドより 点；；（11 (IのIr:; •J長i’＇~（川家邸内で‘ I Jf.J fiS＼ 、 政 J；会の公 l l討 を行 って いた。 ） 、 その ！也 lま、名古liJ iii i宝1..r.文w
となってからの収集資料です。名古｝苛i"j移杭：f灸の収－比.trn・のうち、随II‘？，支．人れている新「1］』以外は、数i'T

!.'.i白

てきました。

これまでに「I］行 した 6純 8Jiitの蹴 ，！？｜｜鉢は、蹴，1;:f1YJ/J比と｜｜録私j集 ｜：の構成｜見If系がや、 桜中mなため、不｜！

川に｜探してと まどいが見受け られます。 ，，.表ーのような If~で名政 ， l }: j作が収3止さ れて い ますのでご参！！（｛ くだ

さい。なお、名ト｜録の巻末には，！？名索引がありますので検索の手がかりにしていただければ幸いです。

II u iノ1 !j)( 鉢 内 p’l『・、，－ ， ！.＇！. 数 相死 安： 1下.~1 ・ 1以曲

t-;古lildi｛主左文）！j{ILl.i主左文w所l故の匡1.1:: 85 
16~t~MlJI ／家 11 1 11資， 1 :: 320 p 

国，I ~分担i II録 (ll({,f/1251／：徳川安定l別会より名古lilrliへ移符） 4,000 

名古lilrlii宝在文）！ji.
llli主左）（)ij(所h誌の泌＇.f:'i・＆び準j共和 約65,000 13 5 

（介、•：iJJ鮮本） 16 ~長1:t＼川家/11 11'1!1 ,I ~ 274 p 

j英和分＇Ji11 録
(ll({,f/1251J'.l:t¥J I／察llJ！会より名古1:11rliへ移符）

3 .500 

旧経1..i：文）！j（所蹴の古松｜χ｜ 約 2,000 16州家IIl必のれHiの地｜ヌ｜・ 13 5 
r.古！ゼリii主左文w 214 p 

古文，1}'T.!.i絵｜χ｜｜ ｜鉱
(II（州1251ド徳川栄町j会より名古川rliへ移行） ＊~ ＇χIm 2 .500 

約 60 ) [•J長ff.. ?fo":ll !111!1のilili, 1~ 

(ll({fll2511：徳川繋lりl会よりr.1¥lilrliへ移作）

支出山本家文，1;: 中1・)2, 000 民地「EJ-(ii lt/tllの旗本交代市：

(ll({,f/125 il'・Ml川祭＇Iりi会より？＇，11,Wrliへ移行） {t J.f.[,:·:j 木家）（ ， I ~

A~？（ ／同II ”j家文 ， 1;: {{:'・) 400 ? [1’11.'1＇代の公’ネー』Uf、イi峨

(II（｛利2511'-1.tl；.川俊｜リl会より r.111hirliへ移杭） 故実に i則する ；文 ， l ~~ I~'f1"¥-

JOH茶li¥x,1;: (II（｛利4311＇・受l!N) ｛｛：＇~ 140 l[ •J長i務作権尚人の文 ， i:: ,;i.:H

111111 下四年 111 11~,1;: (ll({,fll371ド’・：.＜：m 年：＇~ 260 /t;J-'／・1';・111111T・叫 ・jr＇（／只父 f

の｜’1"ft;.fi•；，＼本 Hi

小笠h;i’ぷfo,t;: (ll({f/1461ド受l!N) 年：＇.J 510 h文夫．札i.t を’~~I＆とする中IJl ,Y; j

－本ーの文，＇！ 小笠IJ;i流の（L;,I}: 

が111心

小川JI：不本文}ij( (ll({.f/15011＇・受J!N) 550 推f~l小説家小川JI:不本氏の

/I/Ji授のうち、i:として近｜仕

のi・1］木

)tJl1(,f久リ
江ji 1J!J;il氏 ；立：γ：の先~1~ 1'!· ・ I 6 B 5 

コレクション I1$J ?1:1』x乍を，，，心にれ純，（ll({.fll4711'.交ll'i/) 約13,200
山（.f久休lX：の？ ！：1i版本・ lり！if;(:mp 
以降のi ,f;j坂本 ・ 抜製本 ・ ~（~

1～ 3 ！長
よ主など 九1.500

同・・；：： ・－￥11:1x ・俳請を，，，心に各組 約 1,050i J t ,I；沖J1 1. J:•fi1i]'1＼の ifilれを J及む A 5 
。＇:Ji，川文W11l必，1；：日鉱 63 p 

(II（｛羽15711'.受託） JJ:t＼川家の，，~ ，＇ ~ 500 

白色，l?J.:庄次郎 f/I , 1；： ・j見J（：＇＼・を，，，心に名問 約 3,200
lリIifi ・大J[. II（｛手｜｜を！illじて A5 
愛知県の数千i'Wでi,r;J/.Mした 71 p 

11111資，1;:11録 (II（｛手11571ド受！！＇；＇））
氏の，，定，！？

500 

その他の117｛利251ド以降受入資料については、JJ!.J＇とi室のカード川録をi民l参！！（｛ ドさし、。。
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整理休館のお知らせ

蓬左文庫では、年末年始の休館に先立ち蔵書点検のため下記のように

休自官させていただきます。

利用者の皆燥には、御迷惑をおかけすることになりますが、当文庫蔵

室の末長い保存と活用のため、皆様の御理解御協力を賜りますようお願

い申し上げます。

コ
し

ユコ
ロ

期間平成 3年12月10日（火）～22日（日）

( 1 21]2511 （水）～2711 （句は llflf'!'li ~、たします。なお、fドボ年始の休館は12)]2811（紛～ 1)]411（ねです。）

I> I> b 利用ご案内 <l<l <l 

C>開館時間 午前9時30分～午後 5II.)' 

C>休館日 fo:I J II/it l:l ・ U¥ 3令111'1:II （自fi11'1 ~！i左足lll:I ) 

{ 118/1:にif（なる場介はllB/Wfl館、JI・火f.j;fij'(¥
1-JHI I 'I 'JI 8/1: II } I .火fM'i J 

特別l将旦IUYIJilJ

年末年始 (12川281:1～ 1) J 4 1:1) 

覧 自［（｜人lに｜民り、自'ii外nしII¥しはいたしません。じ〉閲

C>展 示 随H与jみ， I ｝：・の一 行II を J,K ；；］ ~

（特1JIJIRを｜徐き人.tb'A！！叫：｜）

C>複写サービス 保千i:_L:;i月干のないものについて政り

サービス （マイクロフィルム平IJJIJ他）

を1]・います。ご米｝Ij！の上、ご相談下

さい。

名古屋市蓬左文庫

干461t, 111 L-tl市東区徳川II日1001搭地

fi (052) 935-2173 

（〈引i/;1

f’fJ；、パス「4五J也ケIJ;U;1f1i J 1i 
〈栄から＞ rliパスOITJ「•） I ilJJ r i'I i.11ヶfi:J

「 ！Yi ，~·：； •I’WJli· 
r剥ill¥>l<J lご • Ii. 、／，［ Jj;4 分

歪鍛・名古圃駅

一一一一一「

c 
i:;;=-i'.l'lrlrヤ＂
r-lr.(.l;’＇＂＂＇ 

人＼Iiハえ れ且川ス
r祈ill~，，

「蓬左」第46号 公平成 3fJ'.lOJ J 5II1e'r t食制民 ・発h：名山l五dij宝左文W（京区Ml.川lllflOOI帯地）

会1熊本：｜ 食不定JYl・FIJ行 会1:1u1：リ ：）（I司印刷株式会社 （米包以2-3-18)

- 8一


